
「化学物質管理者講習」について 
公益社団法人岐阜県労働基準協会連合会 

 

◎令和４年５月に労働安全衛生規則の改正が行われ、化学物質管理は物質ごと

に定められたばく露防止措置を守る法令順守型からリスクアセスメント結果を

もとに事業者が管理方法を決定する自律的な管理へと手法を変えることが求め

られます。 

◎令和６年４月から化学物質を製造し、又は取り扱う事業場においては「化学物

質管理者」を選任し、化学物質に関わるリスクアセスメントの管理等化学物質の

管理に係る技術的事項を管理させる必要があります。 

 

「留意事項」 

 １ 選任が必要な事業場 

   労働安全衛生第５７条の２の通知対象物（以下「リスクアセスメント対象

物」という。＊）を製造、取扱い、または譲渡提供をする事業場（業種・規

模要件なし） 

  ・個別の作業現場ごとではなく、工場、店社、営業所等事業場ごとに選任す

れば可。 

    ・原材料を混合して新たな製品を製造する事業場については、その製品がリ

スクアセスメント対象物に該当する場合は化学物質製造事業場に該当。 

  ・一般消費者の生活の用に供される製品のみを取り扱う事業場は対象外。 

  ・業務用洗剤等業務における使用が想定されている製品の使用は対象。 

  

２ 化学物質管理者の要件 

  ・リスクアセスメント対象物の製造事業場：厚生労働省告示に定められた 

「化学物質管理者講習」（１２時間）＝２日間講習 の修了者  

  ・リスクアセスメント対象物を取り扱う事業場（製造事業場以外）：厚生労 

働省通達に示された「化学物質管理者講習に準ずる講習」（６時間）＝１日

講習 を受講することが望ましい。 

  

３ 化学物質管理者の職務 

  ・ラベル・SDS等の確認 

  ・化学物質の関わるリスクアセスメントの実施管理 

  ・リスクアセスメント結果に基づくばく露防止措置の選択、実施の管理 

  ・化学物質の自律的な管理に関わる各種記録の作成・保管 

  ・化学物質の自律的な管理に関わる労働者への周知、教育 

  ・ラベル・SDSの作成（リスクアセスメント対象物の製造事業場の場合） 

  ・リスクアセスメント対象物による労働災害が発生した場合の対応 

  

４ 化学物質管理者を選任すべき事由が発生した日から１４日以内に選任す 

ること。 

  

５ 化学物質管理者を選任したときは、当該化学物質管理者の氏名を事業場 

の見やすい箇所に掲示すること等により関係労働者に周知させなければな

らない。 

＊リスクアセスメント対象物：令和５年４月現在 ６７４物質 

                  令和６年４月   ９０３物質 

                  数年後     ２,９００物質へ 



 

◎ 岐阜県における令和５年度化学物質管理者講習予定について   

種別、開催月 ① ７月 ① ８月 ②１０月 ①１２月 ② ２月 

開催日 19,20日 30,31日  30日 21,22日  29日 

場所 みの観光ホ

テル 

大垣市職業訓

練センター 

ワークプラ

ザ岐阜 

ワークプラ

ザ岐阜 

大垣市職業訓

練センター 

（注）１ 種別①は製造事業場（２日講習）、②は取扱い事業場（１日講習）です。 

７月の講習は５月１０日（水）９：００受付開始、８月以降の講習は６月１日（木）

９：００受付開始です。８月の大垣講習は（一社）大垣労働基準協会の主催です。 

 

◎ リスクアセスメント対象物の例（全６７４物質中の例示） 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

☆ 事業場で使用している物質がリスクアセスメント対象物かどうかは、安全デ

ータシート（ＳＤＳ）を見ることで確認できます。 
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